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３Ｒ� 【P.41】
　リデュース（reduce 廃棄物の発生抑

制）、 リユース（reuse 再使用）、リサイク

ル（recycle 再生利用、再資源化）の頭文

字をとった言葉。環境にできるだけ負荷を

かけない循環型社会を形成するための重要

な標語であり考え方。

ＡＥＤ�( 自動式体外除細動装置 )
� 【P.26、35】
　心停止となる前の心室細動をコンピュー

ターが自動解析し、電気ショックが必要と

判断した場合、機械の操作を音声メッセー

ジで指示する装置。

ＧＰＳ� 【P.29】
　全地球測位システムの略称。人工衛星を

使い、全世界どこにいても現在位置を正確

に割り出す測位システム。

ＩＣＴ（Information and Communication
Technology） 【P.100】
 　情報や知識の共有、コミュニケーション

を図るために活用する情報通信技術の総称。

ＩＳＯ１４００１� 【P.42】
　電力使用量の削減やごみの排出量の抑制

など、環境保全に取り組むときの企業シス

テムのあり方を定めた国際規格。企業は、

環境保全の目標を掲げ、取り組み、そして

達成状況を専門機関に報告し、専門機関は

規格に基づき審査する。

ＬＧＷＡＮ（Local Government Wide
 Area Network） 【P.109】
　地方公共団体を相互に接続する行政専用

※【　】内の数字は掲載ページ ネットワークで、高度情報流通を可能とす

る通信ネットワークとして整備し、地方公

共団体相互のコミュニケーションの円滑化、

情報の共有による高度利用を図ることを目

的としている。

ＭＩＣＥ（マイス）� 【P.79】
　Meeting（ミーティング）、Incentive（イ

ンセンティブ）、Convention（コンベンショ

ン）、Event（イベント）／ Exhibition（エ

キシビジョン）の頭文字を並べた単語であ

り、企業ミーティング、報奨旅行、国内・

国際会議イベントや展示会を指す。

ＰＡ連携（消防隊による救急活動支援）
� 【P.35】

　消防車（Pumper）と救急車（Ambulance）

が同時に出動し、救急活動を連携して行う

こと。ＰＡ連携を行う場合とは、①心肺停

止状態の傷病者が発生したと疑われる場合。

②交通事故などで２次災害発生の恐れがあ

る場合。③状況により支援が必要と認めら

れる場合。

ＳＭＲ（標準化死亡率）� 【P.23】
　それぞれの病気等における死亡状況につ

いて、各市町村の人口規模や年齢構成を加

味し、県を１００として計算したもの。

あ行

熱海市環境基本計画� 【P.42】
　本市の環境上の課題や、方針をできるだ

け数値目標で設定し、その目標を達成する

ための具体的なプログラムを示した計画。

熱海市公営住宅ストック総合活用計画
� 【P.100】
　公営住宅の実情を踏まえ、公営住宅に対

アルファベット
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する需要の把握と、地域の実情に応じたス

トック活用にかかわる理念と目標の設定を

行い、建替、改善、維持保全などの適切な

事業手法の選択のもとに、公営住宅ストッ

クを総合的に活用するための計画。

熱海市公営住宅等長寿命化計画�【P.100】
　地方公共団体が管理する、老朽化した公

営住宅等ストックについて、効率的かつ円

滑な更新を実現するため、予防保全的な維

持管理を推進することにより、公営住宅等

ストックの長寿命化を図り、ライフサイク

ルコストの縮減につなげるための計画。

熱海市都市計画マスタープラン� 【P.90】
　市が定める都市計画の基本を示すもので、

土地利用の誘導や都市施設の整備等の根拠

となる市の将来都市像を明らかにするもの。

アプリケーション� 【P.109】
パソコン上で、文章の作成や表計算、デー

タ管理、メール送信などを行なうときに使

用するソフトウェアのこと。

　

伊豆湘南道路�【P.30、77、105、106】
　小田原方面から熱海を経て三島・沼津方

面へと県際を結ぶ新たな広域幹線道路。

いたわりゾーン� 【P.29、38】
　道路利用者（車や歩行者）が高齢者や身

体の不自由な人に対し、特にいたわりの心

を持って運転や通行をするよう、呼びかけ

ている区間。

一店逸品（いってんいっぴん）運動【P.81】
　静岡呉服町名店街が発祥で、個々のお店

が自信（こだわり）をもって紹介できる商

品を積極的に展開する運動のこと。現在は

全国の多くの商店街に波及している。

インバウンド� 【P.70、75】
　外から中に入り込んでいくことを意味す

る。一般的に訪日外国人旅行を指す。日本

人が海外旅行をする場合は、アウトバウン

ドとなる。

海の駅� 【P.109】
　マリンレジャーの多様化、安全で安心な

マリンレジャーの振興、地域経済の活性化

に対応した新たな拠点として、既存の港湾

やマリーナ、フィッシャリーナ等を活用し

た施設。来訪者のための一時係留設備（ビ

ジターバース）、トイレ、情報提供のため

の施設を要件とし、地域観光の足がかりと

しても利用されている。

エコアクション２１� 【P.42】
　エコアクション２１は、「環境への取り

組みを効果的・効率的に行うシステムを構

築・運用・維持し、環境への目標を持ち、

行動し、結果を取りまとめ、評価し、報告

する」ための方法として、環境省が策定し

たガイドラインに基づく、事業者のための

認証・登録制度。

エコドライブ� 【P.47】
　アイドリングストップ等、環境に配慮し

た自動車の運行を行うこと。

か行

拡大生産者責任� 【P.43】
　生産者の責任を製品の製造・流通時だけ

でなく、製品が廃棄され処理・リサイクル

される段階まで拡大する考え方。

カーシェアリング� 【P.47】
　地域社会で温暖化防止対策の一環として
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始まっているもので、複数の人が車を共同

利用するというもの。

霞ヶ関ＷＡＮ� 【P.109】
　中央省庁の相互接続した広域ネットワー

クでＬＧＷＡＮ同様、省庁間のコミュニ

ケーションの円滑化や情報共有を目的に設

置された。

カーナイデー� 【P.47】
　熱海市において、毎月１０日、２０日、

３０日に自家用自動車の利用を控え、公共

交通機関を利用することにより、排出ガス

による大気汚染の軽減を図ろうとする取り

組み。

観光商業集積区域� 【P.93】
　熱海市まちづくり条例に規定されている

名称で、基幹産業をより発展させていきた

い区域。

企業立地促進法� 【P.85】
　（企業立地の促進等による地域における

産業集積の形成及び活性化に関する法律）

地域における主体的で計画的な企業立地促

進等の取り組みを支援し、地域経済の自律

的発展の基盤強化を図るもの。県の策定し

た計画では、医療関係などのほか観光産業

の集積が位置付けられている。

グリーン購入� 【P.39、42】
　製品やサービスを購入するとき、必要性

をよく考え、価格や品質だけでなく、環境

への負荷ができるだけ小さいものを優先的

に購入すること。

グリーンツーリズム� 【P.74】
　農村や山村などで自然や文化を楽しむ旅。

自然派志向の家族の増加や、受け入れ側の

民宿が自治体や農協や漁協などの協力を受

けて、野菜の種まきや収穫などの体験メ

ニューが人気の背景にある。

クーリング・オフ� 【P.39】
　冷静な判断ができないまま契約してしま

いがちな販売方法や悪質商法から、消費者

を守る制度で、一定期間内に書面で通知す

れば無条件で契約解除できるというもの。

ゲストティーチャー� 【P.64、65】
　先生以外に、スポーツや伝統文化、歴史

等を教える地域の指導者等。

ゲーミング産業� 【P.85】
　カジノを中心に形成される産業の総称。

ショーやマジック、遊園地などのエンター

テイメント、ショッピングモールやフード

コートなどで構成される。

高機能消防指令センター通信システム
� 【P.33、34】
　最新鋭のコンピューターと最新の通信機

器を駆使し、各種災害時において１１９番

通報の受信から出動指令時間の短縮並びに

支援情報等による確実な現場対応を可能と

し、今まで以上に迅速で効果的な消防活動

が可能になるシステム。

合計特殊出生率� 【P.17】
　１５歳～４９歳の年齢別出生率（＝母親

の年齢別出生率／年齢別の女性の人数）を

合計したもので、一人の女性が仮にその年

次の年齢別出生率で一生の間に産むとした

場合の平均子ども数。

「公助」「自助」「共助」【P.26、28、29】
　「公助」個人や地域あるいは民間の力で

解決できないことについて公的機関が行う
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こと。「自助」自分の責任で自分自身が行

うこと。「共助」自分だけでは解決や行う

ことが困難なことについて、周囲や地域が

協力して行うこと。

交通結節点� 【P.93】
　異なる交通手段（場合によっては同じ交

通手段）を相互に連絡する乗り換え、乗り

継ぎ施設で、移動の一連の動きの中のひと

つの重要な要素であり、「つなぐ空間」「た

まる空間」としての役割を有している。

コミュニティビジネス� 【P.125】
　地域住民が主体となって起業するビジネ

スで、ボランティア精神を持ちつつも利益

を伴ったビジネスとして成立させ、活動を

通して地域のコミュニティの再生を図る。

さ行

災害時要援護者台帳� 【P.16】
　災害時に援護が必要な方（災害時要援護

者）を事前に把握し、いざという時の円滑

な支援に役立てるための台帳。

災害ボランティアコーディネーター
� 【P.29】
　災害時において、①ボランティアをやり

たい人と頼みたい人（被災者）のニーズを

つなぎ、フォローすること。②ニーズを発

掘し、活動を創り出すこと。③行政、住民

（避難所）、被災地内外のボランティア団体、

企業などと連絡調整すること。④ボラン

ティア拠点を運営すること、などを主な役

割としている人々。

市街地再開発事業� 【P.91】
　土地の合理的かつ健全な高度利用と都市

機能の更新を図るため、都市施設と建築物

を一体的に整備する事業。

ジャパニズムツーリズム� 【P.74】
　日本の文化である温泉情緒、和食、芸妓

を体験できる観光事業。

住民協議会� 　【P.114】
　特定のテーマ（例えば、景観、地区再開

発、地域安全など）に関し、活動している

住民を基本に組織された団体。

循環型社会� 【P.41、102】
　環境への負荷が大きい「大量生産、大量

消費、大量廃棄型」の社会を見直し、省資

源、省エネルギーに心掛けながら、資源を

再使用、再利用するなどの循環利用により、

環境に負荷をかけず、環境への調和をめざ

していく社会のあり方。

生涯学習施設� 【P.52、53】
　図書館や公民館、姫の沢自然の家等の社

会教育施設を指す。

消防相互応援協定� 【P.34】
　消防組織法第３９条に基づき、火災その

他の災害及び救急事故が発生した場合、相

互間の消防力を活用し、災害の被害を最小

限度に防止することを目的に締結する協定

で現在、湯河原町・伊東市・田方地区と締

結している。

ゼロ・エミッション� 【P.45】
　ある産業の生産工程から排出される廃棄

物を別の産業の再生原料として利用する完

全循環型の生産システム。

総務省方式改訂モデル方式� 【P.117】
　新地方公会計制度における財務書類の作

成方法の一つで、各自治体のこれまでの取
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組や作成事務の負荷を考慮し、固定資産台

帳や個々の複式記帳によらず、既存の決算

統計情報を活用して作成するもの。

た行

地域安全コミュニティ会議�【P.36、56】
　熱海市市民安全条例を基に、市内８地区

の小学校区を１単位とし、町内会連合会を

母体にした「安全・安心」対策を総合的に

実施する機関。参加団体は、町内会・自主

防災会・ＰＴＡ・地域安全推進員・青少年

健全育成会・消防団・交通指導員・民生児

童委員・老人クラブ・その他地域が必要と

する団体。

地域協働体� 【P.114】
　地域における公共サービスの核となり、

地域コミュニティ組織等など地域の多様な

主体による公共サービスの提供を総合的、

包括的にマネジメントする組織。

地域商店街活性化法� 【P.81】
　（商店街の活性化のための地域住民の需

要に応じた事業活動の促進に関する法律）

商店街が活性化のために計画する、中小小

売商業の振興・地域住民の生活利便性の向

上及び地域の人々の交流を促進するための

事業を総合的に進めるための制度。

地域包括支援センター� 【P.22】
　地域における①介護予防支援、②介護予

防マネジメント、③総合相談・支援・権利

擁護、④地域ケア支援を行う中核組織。

地域防災無線システム� 【P.28、110】
　従来 1 チャンネルであった防災行政無

線を行政機関以外の機関（病院、自主防災

組織等）までを通信系に含めることが可能

なシステムでデジタル化の推進により多

チャンネルとして使用できる。

地球温暖化対策実行計画（熱海市役所の地
球にやさしいオフィスプラン２１）�【P.42】
　事業者や市民等に地球温暖化対策に向け

た取り組みの実行を求めると同時に、市自

ら率先して温室効果ガスの排出抑制を推進

していくために必要な行動を示した計画。

着地型観光� 【P.74】
　これまでの旅行商品が都市部の旅行会社

で企画・造成される「発地型」であったの

に対し、旅行目的地側主導で行うこと指す。

消費者志向の多様化に伴い、地元の人しか

知らないような穴場や楽しみ方が求められ

るようになり、着地型が見直されている。

地元にとっても新しい観光素材を掘り起こ

し、都市部の旅行会社に提案する着地型が

地域おこしにつながるとして力を入れてい

る。

中間支援組織� 【P.114】
　行政と地域の間にたって様々な活動を支

援する組織のこと。多くはＮＰＯへの支援

などを主目的として発足している。ＮＰＯ

の整備のための相談窓口などのセンター的

機能を持ち、公設（民営もある）・民設両

方の形態がある。

中心市街地活性化法� 【P.91】
　空洞化が進む市街地のにぎわいを取り戻

し、良好な都市空間を創造するために、共

同駐車場の設置や公共施設、共同住宅、商

業ビルの建設などハード整備と、空き店舗

対策やまちづくりの中核となるタウンマ

ネージメント機関の設置、人材育成等のソ

フト事業により、総合的にまちづくりを進

めるための制度。
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通級指導教室� 【P.64】
　小中学校の通常の学級に在籍している、

言語障がいや情緒障がいなどの障がいのあ

る児童生徒のうち、比較的軽度の障がいの

ある児童生徒に対して、個々の障がいの克

服と改善と環境への適応をするために指導

を行う場。本市では第二小学校に「ことば

の教室」・「わかたけ教室」（通称）として

設置。

低炭素社会� 【P.27、41、42】
　地球温暖化の主因とされる温室効果ガス

の 1 つ、二酸化炭素の最終的な排出量が

少ない産業・生活システムを構築した社会。

低床バス・ノンステップバス
� 【P.104、105】
　高齢者や障がいのある人に配慮した、乗

降口に階段のない低床のバス。

適応指導教室� 【P.62、64】
　長期欠席をしている不登校の児童・生徒

を対象に、学籍のある学校とは別に部屋を

用意して、そこで学習しながら本籍校に復

帰できることを目標に運営している教室。

デポジット制度� 【P.43】
　一定の金額を預かり金（デポジット）と

して販売価格に上乗せし、製品（容器）を

返却すると預かり金を消費者に戻すという

しくみのこと。

統合型地理情報システム（統合型ＧＩＳ）
� 【P.29】
　コンピューターを使って、別々の情報が

のった地図を一つのものとし、地理情報を

統合的に判断するシステムを防災対策や災

害時に役立てようとするもの。

特別支援学級� 【P.64】
　教育上特別な支援を必要とする児童・生

徒のための学級。第一小学校、多賀小学校、

熱海中学校、多賀中学校の４校に設置。

特別支援学校� 【P.64】
　特別支援教育のもとで障がいのある子ど

もたちに教育を行う学校。

特別支援教育� 【P.50、62、64】
　障がいの種類や程度に応じ、特別支援学

校や特別支援学級において、より多くの支

援を行う教育に加え、通常の学級に在籍

する学習障害（LD）、注意欠陥／多動性障

害（ADHD）、自閉症の子ども達に対しても、

個を尊重した適切な教育的支援を行う教育。

土砂災害情報相互システム� 【P.31】
　土砂災害に対する警戒避難体制を整備補

助するシステムとして、「住民に対して土

砂災害情報等を配信する」また、「住民か

ら土砂災害発生・前兆現象情報を受信する」

など行政と住民の間で相互に情報連携する

システム。

土地区画整理事業� 【P.92】
　都市計画に沿った土地の有効利用と、道

路など公共施設の一体的整備を進め、健全

な市街地形成を図る事業。

な行

ニート� 【P.56、57、86】
　若年無業者のうち「非求職型および非希

望型」、つまり「就職したいが就職活動し

ていない」または「就職していない」者。

ネイチャーツアー� 【P.73】
　自然の中で野生動物と接したり、珍しい
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動植物の生態に触れるなど、アウトドア活

動を楽しむような旅行。

ノーマライゼーション� 【P.14、15】
　高齢者や障がいのある人など、ハンディ

キャップがあっても普通の生活を営むこと

ができ、かつ差別されない社会を作るとい

う基本理念。

は行

パーク＆サイクル� 【P.78】
　駐車場から自転車を利用して移動するこ

とで、交通渋滞の解消と地球温暖化の軽減

に貢献する交通システム。電動アシスト自

転車を利用することで坂道の利用も可能と

なる。　

ハザードマップ� 【P.29】
　災害予測地図。防災を目的に災害に遭う

地域を予測表示し、避難場所等の防災情報

を含んだ地図。

バリアフリー
� 【P.16、89、98、103、107、108】
　障がいのある人や高齢者の生活に不便な

障害を取り除こうという考え方。道や床の

段差をなくしたり、階段のかわりにゆるや

かな坂道を作ったり、電卓や電話のボタン

などに触ればわかる印をつけたりするのが

その例。

ファミリーサポート制度� 【P.18】
　仕事と子育ての両立を支援するため、地

域において子どもの預かり等の援助を行い

たい者と援助を受けたい者が会員となり、

有償で助け合うシステム。

フラットな組織� 【P.118】
　職員の階級を圧縮することによって命令

機構を早くする職のフラット化及び課・係

制を室制・班制にし、情報共有して係の壁

をなくす組織上のフラット化を指す。

フラワーツーリズム� 【P.73】
　日本の四季折々の多種多様な花を観光資

源とし、旅先で花にふれあうことによって

その旅行をさらに意義深いものにすること。

また、観光のための地域づくりを行い地域

振興を図る、ということを目的とした新し

い旅行スタイル。

ブルーツーリズム� 【P.74】
　島や沿海部の漁村に滞在して、海辺での

生活を体験する旅。国土交通省が推進し、

新しい余暇活動の提案や新しいサービス産

業の創出、地場産業の育成を狙いとしてい

る。

ヘルスツーリズム� 【P.74】
　病気やけがの治療・療養のほか、美容・

痩身、ストレス解消、体力増強など健康増

進を目的とした旅行全般を指す。自然のな

かでリラックスしたいというニーズや健康

志向の高まりとともに、温泉や自然とのふ

れあい、地域ならではの食など、旅行その

ものの医学的効果が見直されている。

放課後児童クラブ� 【P.18】
　保護者が就労等により昼間家庭にいない

小学校に就学している概ね１０歳未満の児

童に対し、放課後や長期休業中に学校の余

剰教室等を利用して適切な遊び及び生活の

場を与えて、その健全な育成を図る事業。

ポケットパーク� 【P.98】
　道路整備や交差点の改良などによって生
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用語
解説

用語解説
まれたスペースを活用してつくられた小公

園。

ま行

マイバッグ運動（買い物袋持参運動）
� 【P.39、42、45】
買い物の際に、マイバッグ（買い物袋）を

持参して、レジ袋等をもらわない運動。

まちづくり空地� 【P.99】
　熱海市まちづくり条例に設置を規定され

ている空地。歩行空間や憩い空間を確保す

るもの。

まちなみ環境整備事業� 【P.91】
　ゆとりと潤いのある住宅地区の形成のた

め、地区施設、住宅、生活環境施設の整備

など住環境の整備改善を行う地方公共団体

及び土地所有者に対して国等が助成する事

業。

まちの駅� 【P.73】
　国道沿いにある「道の駅」は、高速道路

のサービス・エリア機能を持つものだが、

さらにそれを進化させ、地域住民と来訪者、

地域住民同士、来訪者同士の交流を促進し

ようということから生まれた。インフォ

メーションセンター、休憩施設があり、旅

行や買い物中に気軽に立ち寄れたり、仲間

と集まって何かができたりする施設であり、

まちの案内人がおり、観光客には便利な存

在である。

密集住宅市街地整備促進事業� 【P.92】
　老朽化した住宅が密集し、著しく居住環

境の悪い市街地において、建て替えの促進

や住宅事情の改善を行う地方公共団体に対

して、国が必要な助成を行う事業。

メディカルコントロール体制� 【P.35】
　消防機関と医療機関との連携によって、

①救急隊が現場からいつでも迅速に医師に

指示、指導、助言が要請できる、②実施し

た救急活動の医学的判断、処置の適切性に

ついて医師による事後検証を行い、その結

果を再教育に活用する、③救急救命士の資

格取得後の再教育として、医療機関におい

て定期的に病院実習を行う、という体制。

や行

ヤングジョブステーション� 【P.86】
　若者が様々な就職支援を１ケ所で受けら

れるセンターとして静岡県が沼津・静岡・

浜松に設置した施設。

ユニバーサルデザイン
� 【P.6、16、53、66、75、88、98、100】
　まちづくりやものづくりをすすめるにあ

たり、すべての人に配慮した、環境、建物、

施設、製品、サービス、制度、教育等のデ

ザイン（構想、計画、設計）をしていこう

とする考え方。

わ行

ワンストップサービス� 【P.60、117】
　住民票などの交付、福祉関係など複数の

箇所にまたがって提供されている関連手続

きの窓口を集約し、必要とする関連作業を

すべて完了させられるようにしたサービス。
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